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～講評～ 

医学部受験生にとっての 1 次試験だが、全学部共通の問題ということもあり、出題内容は基礎～標準レベルのも

のがほとんど。 

合否の判定は、標準化された得点で判定されるため、実施年度の平均点などにも左右されるが、素点で 80%前半

くらいが 1 次通過ラインとみられる。 

 

大問１の文法選択問題は、どれも標準レベルだったのでミスなく解答しておきたい。 

大問２の語彙・熟語選択問題は、２）４）など細かな用法の違いが問われたものや、３）good の意味について問

われたものは、やや差がつくところだっただろう。 

大問３は純粋な熟語の知識問題であったので、自分が知らなかったものやミスしたものは、今後の試験に向けて

必ずチェックしておくこと。 

大問４の中文空所補充問題では、「現代にも残っている狩猟採集生活を送る少数民族」についての説明文であった。

19）21）23)などは、文意を捉えていないと勘違いしやすい問題だったので注意すべき。 

大問５の読解問題は、「繊維産業・アパレル産業の環境問題への取り組み“climate positivity”」についての説明文で

あった。頻出の環境問題、地球温暖化についての文章だったので、特に難しい表現もなく読みやすいものだった。選

択肢も選びやすいものがほとんどだったので、あまり時間を使うべきではなかっただろう。 

大問６の会話文では、会話的表現も散見されたが、問われている部分については、十分根拠が取れる内容だった。 

大問７、大問８の整序問題も、ほとんどが典型的な出題ではあったが、大問 8 については、文章中の前後とつな

がる表現にすることに気をつけないと、ミスする可能性があったので注意しよう。 

 

 


